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第 6 章は，児童貧困と児童手当の問題について論じた。ここではまず第 2 次大戦以前にみられた児童
手当をめぐる論議を要約し，ついで『ベヴァリッジ報告』における児童手当制度の提案の特徴を指摘し
fこ O
イギリスでは，有子貧困世帯に対する所得保障が常に重要視されてきたが，その中で普遍的給付と選
別的給付の機能の相違，ならびに児童手当と税制における児童扶養控除との関連性が特に議論され，政
策面でも試行錯誤がなされた。こうした点を具体的に論じつつ，有子世帯の貧困化に対する有効な対策
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はいまだ十分講じられていないことを明らかにした。
第 7 章は，社会保障支出の動向を分析した。戦後の社会保障政策の拡充による給付水準の上昇と受給
者数の増加は，社会保障支出の増大傾向をもたらしてきたが，実質国民総生産の成長率との対比で眺め
ると，労働党政権下における実質社会保障支出の伸び率は，保守党政権下におけるそれをかなり上回っ
た。本章は，両政党の政策の特徴が社会保障支出の動向にどう反映したかについて分析した。
本論文は，イギリスの戦後の社会保障政策は，経済的停滞との関連性，勤労意欲に及ぼす影響，社会
的公正と経済的効率性の関係性といった現代資本主義経済における福祉政策に共通する課題を投げかけ
てきたとの問題意識のもとに これらを具体的に考察しえたと考える。
論文の審査結果の要旨
本論文は戦後のイギリスにおける社会保障政策の展開過程を，所得保障に範囲を限定して研究した業
績である。本論文の優れた貢献は，イギリスの所得保障政策を政治経済学的な広い視野に立って体系的
に分析し国民保険制度を中核にした最低保障の確立というべパリッジ計画の目標を基準にして，その
効果を適切に評価していることにある。研究テーマの性質上，本論文はイギリスにおけるソシアル・ポ
リシ一関連の諸文献に依存するところが大きいが，わが国におけるイギリス社会保障研究の水準を高め
た業績であると評価することができる。よって当審査委員会は，本論文は大阪大学経済学博士の学位に
十分値するものと判定する。
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